
  ２０２５年度（令和７年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

霞学区(町・地区)まちづくり推進委員会 委員長 渡辺 錬治 

  (問合せ先) ０８４－９２１－６１７９（霞交流館） 

事業内容 

（１）青少年育成事業         （通年） 

（２）環境美化活動事業        （一斉清掃〈ばら祭に向けて〉 ５月１１日） 

                   （秋の一斉清掃 １０月２６日） 

                   （ばらの花壇の手入れ 通年） 

                   （幼稚園の清掃 通年）      

（３）霞学区盆踊り大会        （盆踊り大会 ８月２日） 

（４）霞学区善行表彰事業       （１０月５日） 

（５）霞学区ふれあい文化祭      （１１月１日） 

（６）霞学区ふれあいとんど      （１月１１日） 

（７）まちづくり研修事業       （広島市豪雨災害伝承館 ８月２３日） 

（８）健康推進事業          （歩け歩け運動 ５月１１日） 

                   （健康ウォーキング大会 福山城と神社めぐり １１月２４日） 

                   （学区民スポーツフェスティバル １月１８日） 

（９）安心安全のまちづくり事業    （認知症ひとり歩き声かけ訓練 ６月２８日） 

                   （福山市総合防災訓練 １１月２３日 各町対応） 

                   （交通安全啓発活動〈福山市交通安全教育推進モデル事業〉 通年） 

                   （防火・防犯・防災意識の啓発活動 通年） 

（10）広報紙発行事業         （６月） 

（11）コミュニティ育成事業      （ごみ分別啓発・納税推進活動 通年） 

（12）衛生推進活動事業        （衛生活動・環境整備 通年） 

（13）デジタル化事業         （通年） 

（14）まちづくり推進委員会運営事業  （通年） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

計画した全ての行事を滞りなく行うことができ、地域の方の交流の場となった。 

学区のホームページ作成へ向けて、デジタル化への取組を進めている。 

大学生や高校生との新たなつながりが生まれ、多世代交流のきっかけとなった。 

課 題 
参加者が高齢化・固定化しているため、広い世代に参加してもらえるよう、各世代に適した情報発信

の方法を考えていかなければならない。また、デジタル化を進める中で、デジタル機器やＳＮＳ活用

に不安を感じる方へのサポートが必要である。 

成 果 

課題解決にむけて 幅広い世代に情報が届くよう、デジタル化に向けた講習会の開催なども検討していく。

時代の変化を踏まえながら、地域の特性やニーズに合った取組を考えていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 霞学区では、昨年に引き続き、「ふれあい文化祭」

を敬老行事と共同で開催しました。 

 こどもから高齢者まで、幅広い世代が集い、 

世代を越えた交流の輪が広がる一日となりました。 

会場では、ステージ発表や作品展示、喫茶コーナー

や売店、バザーなど多彩な催しが行われ、多くの 

来場者で賑わいました。 

小学生による琴演奏やお茶会、 

中学生による吹奏楽演奏、高校生の展示

など、若い世代も大活躍！ 

グラウンドには 

高所作業車や、 

交通安全体験車

『ヒコア号』、 

ゲームコーナー、

売店とたくさんの

催し物があり、 

会場は中も外も 

とても賑わって 

いました♪ 

 

 
美味しいコーヒー

はいかが♪ 

多世代がつながり、支え合えるまちづくり

を大切にしています。


